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要約 

2019 年 10 月 18 日、19 日に全国国立大学附属学校高等学校研究大会（以下、全附連）・図書館分科会（※1）

が、本校図書スペースで開催された。全附連において図書館分科会が開催されるのは 2 回目であるが、全附属

高等学校 21 校のうち 12 校が参加する会となった。事前調査において 21 校の学校図書館の情報を収集した（項

目を抜粋して再構成した一覧表を参考資料として p164 に後掲）。各学校図書館は、概してスペース、蔵書数、

人の資源等に乏しい中、附属校で従来より盛んに行われている探究型の学習（SSH 校、SGH 校等）を支えて

いる。本校でそれらの乏しさを大学附属であることを生かして、大学図書館との高大連携によって補い拡充を

はかっている。その実践例と今後の展望課題について述べる。 

 

キーワード：高大連携、筑波大学附属図書館、筑波大学附属学校群、学校図書館、大学図書館、SSH 校、SGH

校、IB 校、WWL 

 

1 はじめに 

筑波大学附属駒場高校では、高度情報化プロジェク

トの一環として 2013 年度より筑波大学附属図書館か

らの資料の貸出の試行をはじめた。二年の試行期間を

経て 2015 年度には資料貸出サービスを高大連携事業

に位置付け、対象校を本校だけではなく附属坂戸高校、

附属高校にも広げると共に、当初中央図書館のみの資

料の貸与だったものを他の図書館群をも含めて行われ

るようになった。更に三年後の 2018 年度には、新た

に「筑波大学附属図書館高大連携サービスパッケージ」

と称して、 

（１）図書館資料貸出サービス 

（２）レファレンスサービス 

（３）文献複写サービス 

が附属図書館から各附属高等学校三校へ提供されるこ

とになった。 

本原稿では、2019 年 10 月 18 日に附属駒場で開催

された全附連図書館分科会にて発表した、それら大学

図書館の附属学校図書館支援取り組みのプロセスと、

附属学校図書館の利用実態の事例を軸にしながら、筑

波大学附属学校図書館間の連携について述べたい。 

 

2 大学図書館との連携プロセス 

2.1 教育の高度情報化プロジェクト 

先述のように 2012 年 4 月に始まった教育の高度

情報化プロジェクトの一環として、本校図書館の蔵

書数の少なさと本校生徒・教員の求める専門性の高

い資料の利用ニーズを援けるために、筑波大学附属

図書館の支援を仰げないか大学図書館との交渉が

始まった。 

 

 2012 年 7 月の大学図書館訪問により、駒場のニー

ズについて理解いただき、早速資料の貸出ができるよ

う条件整備が始まった。貸出の方法、資料の扱い、返

却の方法、搬送の方法等、詳細を詰め、必要な送付伝

票等を整え、2012 年度の終わり、2013 年 2 月には試

行を始めるに至った。 

2012 年 7 月 
「教育の高度情報化」プロジェクトとして大

学図書館訪問。大学図書館の資料の貸出の検

討を依頼。 

2013 年 2 月  
プロジェクトの一環で大学図書館資料の貸し出

し試行が始まる（2015 年 3 月までの 2 か年） 
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 試行期間を高度情報化プロジェクトの終了する

2015 年 3 月までと定め、教員への周知を始めた。 

生徒からの個別のレファレンスに対し、ニーズの高

そうな生徒には大学図書館で保有する資料の検索結果

を示し、取り寄せることができることを伝えた。5 月

にリクエスト第一号の生徒が現れ、チェスの本、数学

の本を取り寄せることとなった。この第一号の利用生

徒は2019年度に教育実習生として本校に戻ってきた。

大学図書館へのリクエスト依頼のことを覚えているか

問うと、リクエストした本の古めかしい表紙の手触り

まで覚えていたことを、喜びをもって記したい。 

 

2.2 プロジェクトを離れ附属学校支援へ 

 
資料貸出の試行期間は 2015 年 3 月に終了したが、

年間 60 冊強のニーズがあり、引き続いて大学図書館

の貸出を受けられることとなった。本格稼働に際し、

試行期間は中央図書館の所蔵資料のみが貸出可能であ

ったのが、他の 4 館（体芸、医学、図情、大塚）から

の貸出も可となった。 

 

図1. 筑波大学図書館作成・附属校資料貸出ポスター  

 

また、附属坂戸高校が国際バカロレアの申請をする

にあたり、バカロレア条件として学校図書館の設備（蔵

書数、多言語資料の準備、利用できるデータベースの

整備等）の不足を駒場が実施している大学図書館から

の支援によって補えないかとの構想も持ち上がり、そ

れらに伴い、附属坂戸高校、附属高校も貸出支援を受

けられることとなった。 

 

2.3 高大連携へ 

2016 年度に筑波大学情報学群知識情報・図書館学 

類の故平久江教授と共に文部科学省の助成を受け、筑

波大の附属学校司書共同で附属学校図書館群について

調査研究を行った。各校の状況と、課題とそれに対し

学校間連携で補填したり支えたりできることがあるか

検討した。 

調査研究の一環として、8 月には大学図書館に赴き

懇談の時間をもってもらった。附属学校のニーズをお

伝えしながら、大学図書館からの情報を提供していた

だいた。 

 
2.4 高大連携パッケージ 

  

調査事業から 2 年後、2018 年度には筑波大学アカ

デミックサポート課課長に新たに就任した村上課長に

より、各附属高校の訪問とヒアリングが行われた。 

本校では、図書館で行われる授業の様子やお昼休み

の生徒の様子を見ていただくと共に、司書・司書教諭

だけではなく、図書メディア委員生徒へのヒアリング

も行われた。 

その結果、2018 年度末の 2019 年 2 月には附属図書

館より「高大連携サービスパッケージ」を提示いただ

いた。先にも示したが、高大連携サービスパッケージ

2015 年 3 月 

 プロジェクト終了後も継続決定（2018 年 3 月ま

での 3 か年） 

 ＊中央図書館以外 4 館(体芸、医学、図情、大塚）

も借りることのできる対象になる 

 ＊筑波大学附属坂戸高校（以下、附属坂戸高校）、

筑波大学附属高校（以下、附属高校）も貸し出

し可に。 

2016 年 4 月  

故筑波大学平久江祐司教授と共に附属校学校司

書にて研究活動開始(※2） 

2016 年 8 月  

大学図書館、佐藤初美課長を訪問。附属学校図

書館のニーズについて懇談会実施 

2018 年 6 月 

 学術情報部アカデミックサポート課村上康子課

長による各附属高校のヒアリング開始。 

2019 年 2 月 

「高大連携サービスパッケージ」の提示 
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の内容は下記 3 点からなる。 

（１）図書館資料貸出サービス 

（２）レファレンスサービス 

（３）文献複写サービス 

（１）の資料貸出以外の（２）、（３）については新

たに立ち上げられた支援内容である。 

（２）のレファレンスサービスは、大学図書館に「学

校図書館専用レファレンス窓口」として連絡先を設け

ていただき、各附属の学校司書を通じてレファレンス

を依頼する。専用窓口があることで学校司書も安心し

てレファレンスの依頼ができる。 

（３）の文献複写サービスは、大学図書館が持つ資

料に対して複写依頼を行うと郵送あるいはデータ送付

にて、届くサービスである。画期的なのは会計システ

ムも巻き込んだ改革で、初期登録を済ませておけばお

金のやりとりをせずに複写を取り寄せることができる。

事務室を通じて煩雑な書類のやりとりで負担と手間を

かけなくていいと思うと、心的ハードルが下がり利便

性が高まった。2019 年度には、これらの連携サービス

が本格的に始動している。 

 

3 附属学校図書館の取り組み 

大学図書館からの資料貸借にはじまった連携サービ 

スだが、これらを附属校ではどのように活用している

か、活用の実態について紹介する。 

3.1 筑波大学附属駒場中・高等学校 

3.1.1 資料の利用 

駒場での資料貸出の状況は以下の表のとおりである。 
表1. 筑波大図書館からの資料利用(年間貸出数) 

年度 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

冊数 53 68 69 68 57 75 (54)

＊2019 年度は年度途中の暫定値 

 

おおよそ、年間 60～70 冊前後で安定的に推移して

いる。分野としては理数系や医学系、地理歴史系の専

門書が多く、ここ数年は情報系の資料も増えている。

2015 年度から医学図書館や、図情図書館の資料を借り

られるようになったメリットは年を経るごとに高くな

っている。 

本校では大学図書館の資料を利用できることを学内

に伝え、かつ利用をスムーズにするために、2013 年度

に検索サーバー「筑駒検索システム」を開発した。本

校図書館、大学図書館、論文等を串刺し検索できる検

索システムだ。開発のプロセスについては、駒場論集

54 号にて詳述している（※3）。 

生徒に向けては、生徒手帳や入学時オリエンテーシ

ョンで、大学図書館の資料を利用できることを説明し、

筑駒検索システムで検索することにより、本校図書館

と大学図書館の検索結果が串刺しして立ち現れること

を示している。日常的に筑駒検索システムを用いて検

索結果を目にすることが、同時に大学図書館を利用で

きることの認知にもつながると考えていた。 

 

3.1.2 レファレンスサービス 

新たに始まったレファレンスサービスは、パッケー

ジを提示された翌月にすぐに利用することとなった。

「ドイツ語原作の翻訳児童小説について、その英語バ

ージョン（英訳版）を読みたい」というレファレンス

があり、外国語資料の調査方法に精通していないため、

大学のレファレンス窓口に相談した上で、資料捜査を

行った。結果的には抄訳以外の全訳は無いという回答

を得て、1 週間ほどで依頼者に伝えることができた。 

 

3.1.3 文献複写サービス 

文献複写に関しては、2019 年度は司書自らが積極的

に使ってみて、利用法を身に着けることを心掛けてい

る。たとえば今年度の本校の芸術鑑賞会にて鑑賞した

東京都美術館の「ハマスホイとデンマークの美術」展

の「ハマスホイ」はジャパンナレッジでも項目として

取り上げられない知られざる画家である。 
2008 年に国立西洋美術館で開催された「ヴィルヘル

ム・ハンマースホイ 静かなる詩情」展の周辺で、雑誌

等で紹介された当時の文献を大学図書館から取り寄せ、

本校図書館内での画家や作品紹介の展示の作成を試み

た。 

 
3.1.4 「学術情報の探し方」講座の講師として 

これまで「高大連携サービスパッケージ」の 3 つの

プログラムの利用を紹介したが、3 つ以外に本校では

大学図書館スタッフによる生徒への講座を行っている。   

本校はスーパーサイエンスハイスクール（以下、

SSH）の指定校になっており、各教科がそれぞれに

SSH 事業に取り組んでいる。その内の技芸科主催の

SSH シリーズセミナー「メディア虎の穴」の「学術情

報の探し方」に、筑波大学・学術支援担当から 2018
年度は渡邉朋子氏、2019 年度は大和田康代氏にゲスト

講師で協力いただいた。 

当日は、本セミナーを受講する有志生徒・ゲスト生

徒に対し「CiNii Article」で先行研究の論文を効率的
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に探す方法と、「e-Stat」を用いた統計データの探し方、

「白書」の用い方について講義いただいた。 

 
図2. 講座を行う学習支援担当大和田氏 

 

講師を務めていただいた渡邉氏・大和田氏は大学ス

タッフとして日常的に接する大学生ではない、中 3・
高 1 の生徒向け講座ということもあり、教材に工夫を

凝らし念入りに進行を練って下さった。受講した生徒

にとっては、大学生を教える講師の講座である緊張感

と、大学でも用いられている学術的に有効な資料を効

率的に使う方法を知る喜びを含む感想を聞くことがで

きた。以下、生徒の感想である。 

 

「いままで、論文や統計を調べるときに正確な情報

を得る方法がわからず苦労することが多かった

ので、今回の授業は非常にためになった。特に

OR、NOT などは非常に便利でこれから使ってい

きたいと思った。これから高校生になると専門的

なことを調べる機会が増えると思うので、今日学

んだことを生かしていきたい。」 

「どれも一度は利用したことがあるサービスだったが、

調べ方のコツを学ぶ事ができてよかった。今日まさ

に Google 検索して出てこなかったような情報が

CiNii やレファレンス協同データベースで検索する

と出てきたので、感動しました。今後よりたくさん

利用していきたいと思います。」 

「レポートを書くたびに参考文献探しに時間をかけて

いたので、今回の講義で探し方がわかった。もっと

早く知りたかった。今後、レポートが書くことがあ

ったら活用していきたい。」 

 

図3. 講座を受講する生徒 

 

二度の講座を経て、中 3 あるいは高 1 の全生徒が同 

様の講義を受けることができたならば、「探究」をより

充実したものにできるだろうし、実際の「人」を通し

て筑波大をより近くに感じ「高大連携サービスパッケ

ージ」の利用をぐっと促進できると考えるようになっ

た。今後につなげたい取り組みの一つである。 

 
ここまで本校の取り組みを紹介してきたが、他の附

属学校はどうか。全附連での発表および情報交換で提

供された各校の現況を参考までに紹介したい（以下は、

附属高校司書謝花孝子氏、附属坂戸高校司書白塚禎子

氏に許可を得て、発表資料および発表内容を再構成し

たものである）。 
 

3.2 筑波大学附属高等学校 

附属高校の図書館は特別教室棟の南側に位置したプ

レハブ一階建ての建物で、総面積 280 ㎡におよそ 2 万

5 千冊の蔵書を所蔵する。 

 

図 4 筑附高校図書館・入口 
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図書館は、教職員 5 名、司書 1 名からなる図書進路

部に位置づき、図書館の入り口前のスペースは進路関

係の資料を備えた談話室になっている。 

 

3.2.1 SGHスタディと図書館 

 附属高校では、2014 年から 2019 年まで、SGH に

取り組んだ。1 年時には総合の時間に「SGH スタディ」

という科目を開設。「科学の考え方」「統計的なものの

見方」「データの収集・分析」「プレゼンテーションの

仕方」など基礎的技能の習得を目的として実施、学校

図書館においても「情報収集の仕方・考え方」を学ぶ

講座が行われるようになった。 

 
図5 筑附高校図書館・館内の様子 

 
2、3 年時になると、グループまたは個人で、グロー

バルな課題を発見し、課題に関 する調査・研究を行い、

議論をし、解決法を発表・提案する「課題研究」が行

われ、それらの研究への資料提供等、学校図書館に果

たせる役割は大きかった。しかし、研究テーマの共有

などが不十分であり、資料の不足を補うための大学図

書館利用については検討が遅れ、利用が始まったのは

2018 年度、SGH 終了の年になってからであったのが

残念だ。 

 
3.2.2大学図書館利用の実際 

附属高校では、2016 年 9 月に筑波大学とお茶の水

女子大学で結ばれた大学間連携協定により、教職員・

生徒共にお茶の水女子大学附属図書館（以下、お茶大

図書館）を利用できるようになった。これも高大連携

の一端と言えよう。 
生徒、教職員共に、附属高校司書が利用者カードを

発行する。それを持参することで大学への入構、図書

館への入館、資料の貸出ができる。利用の様子は表 2

の通りである。 

 
表2. お茶大図書館からの資料利用(年間貸出数) 

年度 2017 2018 2019 

入館者 生徒 10 109 (85) 

教職員 6 (1) 

貸出数 生徒 61 59 (39) 

教職員 13 2 (0) 

＊2019 年度は 4 月から 8 月 
 
お茶大と筑附高校は道路を挟んで向かい合う立地の

良さもあり、周知を勧めるに連れて利用が増えている。 
筑附高校のお茶大図書館からの資料の貸出数は、本

校が筑波大図書館から取り寄せている冊数に近い。駒

場の生徒教職員と異なり、書架を見ながら資料を吟味

できるブラウジングを含めた利用の利点から、今後さ

らに利用数を伸ばす可能性が高い。 

 
3.2.3高大連携サービスの課題 

附属高校が筑波大学図書館を利用するにあたって、

お茶大図書館の利用と照らしながら浮き彫りになった

現在の課題は下記の 4 点である。 
・生徒にとって大学附属図書館が身近に感じられない 
・貸出申請から資料が手元に届くまでのタイムラグ 
・司書の申請による貸出履歴の秘匿性の問題  
・貸出・返却時の送料負担 
またお茶の水女子大学附属図書館の利用が生徒にい

き渡るようになってきて気がついた点として、お茶の

水女子大学の入構におけるセキュリティの厳しさがハ

ードルになったり、大学図書館を自習スペースとして

利用してしまう問題や、資料の延滞の問題がある。し

かし、ほぼすべての生徒が大学に進学する附属高校に

とっては、高校生のうちから近接する大学図書館を利

用することで、大学へのイメージを広げたり、モチベ

ーションを高める効果が高い。高大連携の実りある産

物である。 

 
3.3 筑波大学附属坂戸高等学校 

3.3.1IB認証校として 

 附属坂戸高校は 2017 年に国際バカロレア（IB）校

として認定を受け、2018 年 4 月より国際バカロレア

日本語ディプロマプログラム（IB）コースを開講、入

学を開始した。 

 国際バカロレアの認定を受けるにあたって、認定の

基準の中で学校図書館は重視されている（「図書館、マ
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ルチメディア、およびリソースが、プログラムの実施

において中心的役割を果たすこと」【基準 B2】リソー

スと支援 第 6 項（※4））。いくつかの IB 校に話をう

かがったところ、いずれの学校でも認定前の調査で下

記のようなことに重点をおいてヒアリングを受けてい

た。 

・多言語の資料がそろえられている 

・データベースや、オンラインでの資料アクセスが可

能となっている 

・十分な広さと資料がそろっている 

・常駐するスタッフが居る 

 附属坂戸高校の学校図書館においては、広さ、資料、

アクセス等が不十分であった。そのため認定基準を達

成するための準備がはじまった。 

 

図6. 附属坂戸高校・旧図書館の様子 

 

ひとつは蔵書数、蔵書構成に関して、本校で実施し

ていた大学図書館からの資料の貸借を附属坂戸でも行

うことによって蔵書の数および特に多言語対応した資

料の構成を補完することができるかどうかが検討され、

基準をクリアすることができた。 
そして 2016 年 6 月には、学校図書館を移転（Ｃ館

3 階奥からＢ館 1 階）、館内を充実するため大々的に改

築が行われた。 

 

3.3.2新図書館に変わって 

旧図書館に比べ新図書館は教科の準備室にフロアを

同じくしている。教員が足を運びやすく、授業準備に

おいても、授業そのものでも利用しやすくなった。 

図書館前のスペースの「生徒ホール」はテーブルや

イスが設置され、自由に動かせるパーテションによっ

て個人やグループで使える自由空間になっている。「生

徒ホール」を目的に来た生徒たちが図書館にも立ち寄

って行く生徒の導線ができた。図書館内は絨毯敷きに

なっており、入口で上履きを脱いで入るため、くつろ

ぎ易く、癒しの空間になっている。 

 
図7. 附属坂戸高校・新図書館の様子 

 

これら立地や空間内の変化により教員、生徒にとっ

て身近な図書館になると同時に、教育研究活動の進展

に伴う図書館の位置づけの変化もあった。 

ひとつはこれまで述べてきた IBの新設であり 2017
年 2 月に認定を受け、2018 年度より IB コースへの入

学生受け入れが始まっている。 

もうひとつは「ワールド・ワイド・ラーニング（WWL）
コンソーシアム構築支援事業」の拠点校となったこと

だ。「拠点校は、イノベーティブなグローバル人材を育

成するため、文系・理系を問わず各教科をバランスよ

く学ぶ教育課程を編成し、また、グローバルな社会課

題研究のテーマ（SDGs、経済、芸術等）を設定し、

留学や海外研修等を含む先進的なカリキュラムの研究

開発・実践、テーマと関連した高校生国際会議等を開

催、大学の先取り履修を可能とする取組、より高度な

内容を学びたい高校生が学習できる環境整備、留学生

受入れに向けた学校体制の構築などを行」（文部科学省

HP より）うために、国際的な高度な学びを実践して

いく環境整備を行っていくことになる。この取り組み

において高度な学びを支える学校図書館の重要性が高

まっている。 

 

3.3.3高大連携サービスへの期待 

これら新たな教育研究活動以前から、３年生の必須

科目として「卒業研究」を行っている。ひとりひとり

が設定したテーマに応じて研究活動を行い卒業論文を

作成する。160 名の個々それぞれの研究テーマに沿っ

た資料を坂戸高校の図書館内ですべて提供するのは難

しく、専門性の高い資料という点でも大学図書館の所
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蔵資料の利用が欠かせない。3 年の卒業研究時に大学

図書館の資料を使いこなせるように、1、2 年次から利

用経験を積むことが望ましい。 

さらに IB 生は「課題論文」という、ひとつの物事

を深く知り、分析を行い論文を作成する授業が加わっ

た。その為には本の資料だけではなく、論文等の資料

に触れる必要も増え、また個別に掘り下げるためのレ

ファレンスサービスを備えておくことも不可欠である

（※5、6）。高大連携サービスパッケージにて示され

ている支援内容は、IB 生の授業運営においても重要な

要素となっている。 

 

4 附属学校図書館の今後の課題と展望 

4.1本校生徒の利用実態-アンケート調査より 

本校に話を戻そう。2019 年の夏に大学図書館の利用

ならびに筑駒検索システムの利用について中学・高校

の全校生徒にアンケートを実施した。図 8～12 がアン

ケート結果である。 

大学図書館を利用できることを知っているか尋ねた

ところ、半数は知らないと答えている。 

図8. 筑波大図書館利用の認知度 

大学図書館の「本」について尋ねたところ、読みた

いと思ったことのある生徒が 30％居るのに対し、実際

に所蔵している本を調べたことがあるのは 18％、本を

リクエストしたことがあるのは 5％しかいない。 

  

図9. 筑波大図書館の資料利用 

この結果から、 
・半数の生徒は大学図書館の本を利用できることを知

っているので、その割合をあげていくこと。 
・利用したいと思ったことがある生徒 30％と、実際の

利用にいたった 5％の溝を埋めていくこと。 

この二点が高大連携を進めていく上での第一の課題で

あることが明らかとなった。 

続いて「筑駒検索システム」について使ったことが

あるかどうか訊いた。 

図10. 筑駒検索システムの使用 

 
2019 年度に在学する生徒は、入学時には既に「筑駒

検索システム」が導入されていた世代で、入学時オリ

エンテーションでは紹介しているが、「使ったことがな

い、知らない」という回答が 4 分の 3 にのぼる。 
使ったことのある生徒に、使った目的を聞いた。 

 図11. 筑駒検索システムを使う目的 

 
「本を調べる」つまり蔵書の検索を目的とした者が

半数、データベースや論文を目的とした用途がそれぞ

れ 2 割ずつといったところである。 
具体的に用いたコンテンツのうち「よく使う・月に

数回使う」利用頻度を示したのが図 12 である。
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図12. 筑駒検索システムで用いるコンテンツ 

筑駒図書館の蔵書検索で 12％程度、大学図書館の蔵

書検索と筑波大の論文検索が各 6％、CiNii で 10％、

ジャパンナレッジ 15％、朝日けんさくくん 8％、カー

リル 8％である。 

これらのコンテンツ利用については、2014 年に筑駒

検索システムを導入した直後に中 1生を対象に当時の

本校教員澤田英輔氏がアンケートを行っている（前傾

※3 に詳述）。そのアンケートでは、今後これらコンテ

ンツを使うかどうか予期を尋ねている。その 2014 年

時の予期に対し、2019 年時は実際の利用について尋ね

た結果を比較したのが図 13 である。 

図13. 筑駒検索システムの利用（予期・実際）比較 

2014 年時の「使う」「使わない」の二択に比べて、

2019 年時のアンケートにおいて利用の項目が「使う、

月に数回使う、年に数回使う」と幅があったため、よ

りわかりやすいように「使わない」と答えた割合で比

較した。 

2014 年時に「使わない」と予想した割合よりも、実

際に「使わなかった」割合が、いずれのコンテンツに

ついても多い。 

ちなみに 2014 年時に中 1 だった 68 期生は、2019
年時に高 3 となった。2019 年時のアンケートにおい

て、68 期生（高 3 生）は大学図書館利用については 8
割の生徒が知っており、筑駒検索システムについては

6 割の生徒が使ったことがあると答えている。筑駒検

索システムを使ったことがある 68 期生のコンテンツ

利用に関して、2014 年時の予期と 2019 年時の実際と

で比較したのが図 14 である。 

 図14. 68期生の筑駒検索システムの利用（予期・  

実際）比較   

68 期生の内訳では、筑駒検索システムを介して大学

図書館の本を調べたことの無い生徒が約 4 割、大学の

論文に関しては 8 割の生徒が調べたことが無い。いず

れの項目でも予期のおよそ 2 倍以上が、使わずに 6 年

間を過ごしたという調査結果になった。 

 

4.2高大連携サービスの利用を促進するための方法 

現在の筑駒検索システムは、本校の契約データベー

スを同時検索できる利点がある。「本校図書館」「筑波

大学図書館」「カーリル（公共図書館）」「CiNii」と「ジ

ャパンナレッジ・スクール」の串刺し、あわせて「朝

日けんさくくん」へのジャンプである。しかし、「ジャ

パンナレッジ」は 2021 年から個別 ID 認証型へ変更に
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なる。個別 ID になれば、串刺し検索はできなくなる

一方で、校外でも個人のスマホや PC での利用ができ、

自宅学習でもジャパンナレッジを用いることができる

ようになる。「筑波大学図書館」「カーリル」「CiNii」
はそれぞれオープン検索が可能なリソースである。本

校図書館の蔵書検索についても、2019 年 12 月に、附

属高校と附属中学にならってオープン検索が可能なタ

イプに変更した。 

今後は、筑駒検索システムの特別な URL を覚える

ステップを省いて、「筑波大学図書館」「カーリル」

「CiNii」を個別コンテンツとして使いながら、高大連

携サービスの利用を身近なものにする方法を探る必要

性がある。 

 

4.3より広い利用を支えるために-高大連携から、校種

を越えた附属校連携 

 高校と大学の高大連携について述べてきたが、附属

高校間や附属中学間との資料の貸し借りも実験的に取

り組みはじめた。やってみると年間 10 数冊のニーズ

があるのがわかった。小中高大と縦の連続性、高校同

士・中学同士の横の広がりを活用できるのが複数の附

属校があることの利点だ。その利点は最大限活用する

ことが、小学校からあがってきたばかりの中学 1 年生

から大学生顔負けの活動をしようとする高校生までが

利用している本校の図書館の課題をクリアしていく方

法だと考えている。 

高大連携サービスの推進役を果たしている村上氏は

「顔を合わせた信頼関係を作ること」が連携を進める

肝であると述べ、2019 年 10 月の全附連学校図書館部

会にもオブザーバーとして参加して下さり、そのこと

により附属小学校から大学までの司書が一堂に会する

ことが叶った。今後も引き続き互いの図書館の書架の

配置まで思い浮かべられる「顔を合わせた」関係性を

発展させて、校種を広げた附属校図書館の連携を形づ

くっていきたい。 
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